
平
成
19
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
総
額
60
億
１，
２
０
０
万
円
で
、
平
成
18
年
度
当

初
予
算
総
額
と
比
べ
る
と
、
２
億
８，
５
０
０
万
円
、
５
・
０
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
合
併
に
よ
る
効
率
性
な
ど
合
併
効
果
を
徹
底
的

に
追
求
す
る
と
と
も
に
、
物
件
費
や
町
単
独
補
助
金
を
五
パ
ー
セ
ン
ト
カ
ッ
ト
す
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
経
常
経
費
の
圧
縮
に
努
め
ま
し
た
。

平成１９年度

八
峰
町
予
算
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

一
般
会
計
予
算
は
60
億
１，
２
０
０
万
円

特
別
会
計
予
算
は
44
億
５，
５
３
１
万
５
千
円

予
算
概
要

■
歳
入

自
主
財
源
︵
注
１
︶
の
柱
で
あ
る
町
税
は

５
億
８，

０
４
７
万
円
で
前
年
度
と
比
較
し

て
12
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
今
年
か
ら
の
税
制
改
正
に
よ

り
、
所
得
税
か
ら
住
民
税
へ
税
源
が
移
譲
さ

れ
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

自
主
財
源
全
体
で
は
12
億
４，

９
８
６
万

３
千
円
で
18
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
増
、
依
存
財

源
︵
注
２
︶
全
体
で
は
４
７
億
６，

２
１
３

万
７
千
円
で
１
・
９
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。
依
存
財
源
の
う
ち
、
歳
入
の

約
48
％
を
占
め
る
地
方
交
付
税
は
前
年
度
と

比
較
し
て
０
・
７
％
の
減
と
な
り
、
所
得
用

与
税
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
地
方
譲
与

税
は
前
年
度
と
比
較
し
て
51
・
３
％
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■
歳
出

目
的
別
で
は
総
務
費
が
10
億
３，

７
３
１

万
３
千
円
で
ト
ッ
プ
。
つ
い
で
民
生
費
、
公

債
費
、
土
木
費
、
農
林
水
産
業
費
と
続
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
性
質
別
で
は
人
件
費
、
公

債
費
、
扶
助
費
の
義
務
的
経
費
が
23
億
８，

５
０
６
万
３
千
円
で
２
・
７
％
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
は
、
防

災
無
線
施
設
整
備
や
ハ
タ
ハ
タ
館
改
修
、
庁

舎
建
設
、
統
合
小
学
校
建
設
ど
の
ハ
ー
ド
事

業
の
ほ
か
、
目
指
せ

”元
気
な
担
い
手

“
農

業
夢
プ
ラ
ン
応
援
事
業
や
、
町
民
歌
制
作
事

業
な
ど
の
ソ
フ
ト
事
業
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

以
外
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
町
民
の
生

活
に
密
着
し
た
事
業
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
将
来
像
﹁
白
神
の

自
然
と
人
と
で
創
る
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
﹂
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

︵
注
１
︶
自
主
財
源
と
は
町
が
自
主
的
に
収

入
し
う
る
財
源
を
い
い
、
地
方
税
、
分
担
金

及
び
負
担
金
、
使
用
料
及
び
手
数
料
、
財
産

収
入
、
寄
附
金
、
繰
入
金
、
繰
越
金
、
諸
収

入
が
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。

︵
注
２
︶
依
存
財
源
と
は
国
や
県
か
ら
交
付

を
受
け
た
り
、
町
債
と
し
て
町
が
借
り
入
れ

る
お
金
で
す
。

平
成
19
年
度
　
特
別
会
計
予
算

町
に
は
一
般
会
計
と
は
別
に
、
11
の
特
別

会
計
が
あ
り
ま
す
。

平
成
19
年
度
の
予
算
総
額
は
44
億
５，

５

３
１
万
５
千
円
で
平
成
18
年
度
の
当
初
予
算

と
比
較
す
る
１
・
４
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。


